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環境報告書作成基準（案） 
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基準本文 注解 
●第一 総則 

１．目的 

 本基準は、事業者の環境情報を総合

的に報告するため、第三者による審査

等において共通の指針として用いられ

る基準であり、環境報告書が最低限満

たすべき基本的な枠組みを定めること

を目的とする。 

 

 

 

 

 

 

２．一般的報告原則 

 一般的報告原則は、合理的な報告を

行うに当たって報告内容に共通するも

の又は報告全般にわたる基本となるべ

きものであり、以下の原則からなる。

 

 

① 目的適合性 

 環境報告書は、事業者の事業活動に

伴う環境負荷の状況及び事業活動への

 
（注解１－１：本基準で取扱う環境報告

書の範囲） 
 本基準で取扱う環境報告書とは、その

名称及び公表媒体を問わず、事業活動に

おける環境配慮の方針、計画、環境マネ

ジメントシステム、環境負荷の状況等に

関する情報を事業者が定期的に報告す

るものとする。企業の社会的責任や持続

可能性に関する情報を含む場合であっ

ても、その環境に関する部分は、本基準

の対象となりうる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注解２－１：重要性と適時性） 
 目的適合的であるかどうかは、利害関

係者の判断に与える影響の重要性を考
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環境配慮の組込み状況に関して、利害

関係者の判断に資する有用な情報を提

供しなければならない。 

 

 

 

 

 

 

② 信頼性 

 環境報告書は、信頼できる情報を提

供しなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 理解容易性 

 環境報告書は、利害関係者の誤解を

招かないように、理解容易な情報を明

瞭に提供しなければならない。 

 

 

 

 

 

④ 比較容易性 

 環境報告書の記載事項は、事業者の

各期間を通じて比較可能であり、かつ

異なる事業者間を通じても一定の範囲

で比較の基礎となる情報を提供しなけ

ればならない。 

 

 

 

 

 

 

 

慮して決定される。したがって重要性の

乏しい環境情報に関しては、本来の厳密

な測定又は算出の基準によらない方法

や一部の環境情報の開示を省略するこ

とが認められる。 

 また、環境情報が有用であるために

は、利害関係者に対して適切なタイミン

グで提供される必要がある。 

 
（注解２－２：正確性、実質性、網羅性、

中立性） 
 環境報告書の信頼性が確保されるた

めには、記載された環境情報に誤りや漏

れがなく正確であること、事業活動に伴

う環境負荷の状況の実態に即して実質

的な情報を提供すること、本基準に定め

られた記載項目が網羅されていること、

意図的に偏った印象を与えるような表

現を排除した中立的な記述がなされて

いることが必要である。 

 

（注解２－３：理解容易な表現） 
 情報が理解容易であるためには、でき

る限り簡潔な表現が求められるが、内容

が複雑であっても必要な情報は適切に

提供される必要がある。例えば、不確実

性を伴う情報を提供する場合には、不確

実な性質、対象範囲、判断根拠等を明記

すべきである。 
 

（注解２－４：比較の基礎となる情報）

 環境報告書に記載される環境情報は

独立した多岐の項目にわたるため、事業

者の業種業態、あるいは取組の内容が異

なる場合には単純に統一することは困

難である。本基準を含め社会的に合意さ

れた一般に公正妥当と認められる環境

報告書の作成基準に準拠して記載され

た情報は、利害関係者の誤解を招きにく

く、比較の基礎となる情報である。 
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⑤ 検証可能性 

 環境報告書の審査対象事項は、前提

条件と根拠が明らかにされ、客観的立

場から検証可能でなければならない。

 

 

 

 

 

 

 

 

 
●第二 環境報告書の記載事項 

３．環境報告書に含まれる記載事項 

 環境報告書には、少なくとも以下の

事項を記載しなければならない。 

 
① 対象期間及び対象組織 

② 事業の概況 

③ 事業活動における環境配慮の方針

等 
④ 事業活動への環境配慮の組込みに

関する目標、計画及び実績等の総括 

⑤ 環境マネジメントシステムの状況 

⑥ 環境に関する規制の遵守状況 

⑦ 事業活動に伴う環境負荷及びその

低減に向けた取組の状況 

⑧ 環境負荷の低減に資する製品、サー

ビス等の状況 

 

４．対象期間及び対象組織 

① 事業者は、環境報告書の対象期間を

記載しなければならない。 

② 事業者は、環境報告書の対象組織を

記載しなければならない。対象組織は、

事業者の単独組織単位又は連結グルー

プを単一の組織体とみなした連結単位

のいずれかを事業者が選択することが

できる。 

 

 

 

（注解２－５：検証可能な情報） 
 検証可能な情報とは、異なる専門家が

同一の前提条件、根拠、基準及び方法等

に依拠した場合に、事実上同一の結果と

なるような情報をいう。 

 

（注解２－６：環境報告書審査機関によ

る審査対象） 
 環境報告書審査の具体的な対象項目

については、環境報告書の該当箇所に審

査対象である旨を明記する。 

 

 
 
（注解３－１：追加的記載事項） 
① 事業者は、本基準で定める記載事項

以外に、例えば環境に配慮した新技術等

の研究開発の状況や環境会計情報等を

追加的に記載することができる。 
② 事業者は、追加的記載事項を環境報

告書審査機関との合意により環境報告

書の審査対象とすることができる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
（注解４－１：基準日） 
① 対象期間は、登録事業者が定めた事

業年度末日を基準日とし、当該基準日の

前基準日の翌日から当該基準日までと

する。 

② 基準日を変更した場合は、変更の旨

を記載する。 

 
（注解４－２：後発事象） 
 基準日後から環境報告書審査基準に

基づく審査報告書の受領日までに、重要

な法規制等の違反の判明、重要な訴訟事
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５．事業の概況 

 事業の概況には、事業の内容、主要

な経営指標を記載しなければならな

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件等の発生又は決着、その他利害関係者

の判断に影響を及ぼす可能性のある重

要な事実が発生した場合には、その内

容、今後の見通し等を重要な後発事象と

して記載する。 

 
（注解４－３：重要性の乏しい組織） 
 利害関係者の判断に影響を及ぼさな

い程度に重要性の乏しい部門、事業所又

は子事業者等は、環境パフォーマンスの

集計範囲から除くことができる。 

 
（注解４－４：連結の範囲） 
① 連結単位の環境報告書を作成する

場合には、原則として連結グループの事

業活動に伴う環境負荷の状況を考慮し

て、事業者が連結の範囲を決定する。 

② 環境報告書には、連結対象とした子

事業者等の総数及び主な子事業者等名

を記載する。 

 
（注解４－５：対象組織の変更） 
 対象組織を変更した場合は、変更の

旨、変更された主な部門又は事業所名を

記載する。 

 連結対象とした子事業者等を変更し

た場合は、変更の旨、増加及び減少の数、

並びに変更された主な子事業者等名を

記載する。 
 
（注解５－１：事業の内容） 
 事業の内容には、主要な事業の種類

（業種業態）及び事業活動の範囲（活動

拠点）について、事業活動に伴う環境負

荷や事業活動への環境配慮の組込み状

況との関連を含めて具体的に、かつ、分

かりやすく記載する。 

 
（注解５－２：主要な経営指標） 
 主要な経営指標には、売上高、当期純

損益、総資産、従業員数の直近３対象期

間の推移を記載する。 
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６．事業活動における環境配慮の方針

等 

 事業活動における環境配慮の方針等

には、事業者が組織として決定した方

針又は基本理念を記載するとともに、

経営責任者自身の認識又は見解を記載

しなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．事業活動への環境配慮の組込みに

関する目標、計画及び実績等の総括 

 事業活動への環境配慮の組込みに関

する計画の概要には、達成目標、目標

時期、対象期間末までの達成状況等に

ついて可能な限り定量的に記載しなけ

ればならない。 

 

 

８．環境マネジメントシステムの状況

 環境マネジメントシステムの状況に

は、環境管理全般に関する内部統制シ

ステムの整備運用状況を記載しなけれ

ばならない。 

 

 

 
 
９．環境に関する規制の遵守状況 

 環境に関する規制の遵守状況には、

事業活動との関係が強い環境に関する

重要な法規制等の違反の有無、環境に

関する重要な訴訟事件等の状況を記載

する。 

 

 
 

 
（注解６－１：計画の達成状況に関する

分析・検討内容） 
① 計画の達成状況に関する分析・検討

内容を具体的に、かつ、分かりやすく記

載する。 

② 計画の達成状況に関する分析・検討

内容には、例えば、主要な目標を達成で

きないと判断した場合の経緯と要因に

ついての分析、今後の取組方針や新たな

目標に係る情報等がある。 

 将来に関する事項を記載する場合に

は、当該事項は環境報告書発行日現在に

おいて判断したものである旨を記載す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注解８－１：連結グループの環境マネ

ジメントシステム） 
 連結単位の環境報告書を作成する場

合、連結グループの環境マネジメントシ

ステムの状況に代えて、事業者の単独組

織における状況を記載することができ

る。その場合には、その旨を記載する。

 
 
（注解９－１：重要な法規制等違反の有

無） 
 重要な法規制等の違反の有無の記載

に当たっては、重要な法規制違反、協定

違反等につき規制当局から指導、勧告、

命令、処分等を受けた場合等において

は、その内容、改善の状況、再発防止に

向けた取組を記載し、そうした事項がな

い場合には、その旨を記載する。 
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１０．事業活動に伴う環境負荷及びそ

の低減に向けた取組の状況 
 事業活動に伴う環境負荷及びその低

減に向けた取組の状況には、事業活動

に伴う環境負荷の全体像及び重要な環

境パフォーマンスを記載しなければな

らない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（注解９－２：重要な訴訟等） 
 重要な訴訟事件の発生、その他環境に

関する特有の法的規制又は取引慣行の

存在等、利害関係者の判断に重要な影響

を及ぼす可能性のある事項がある場合、

具体的に、分かりやすく、かつ、簡潔に

その内容を記載し、そうした事項がない

場合には、その旨を記載する。 

 

 
（注解１０－１：環境負荷の全体像） 
 事業活動に伴う環境負荷の全体像は、

資源、エネルギー等の循環の観点から可

能な限り図表等を活用して、分かりやす

く、かつ、簡潔に記載する。 

 
（注解１０－２：重要な環境パフォーマ

ンス） 
① 重要な環境パフォーマンスは、環境

パフォーマンス指標のうち定量的情報

及び改善に向けた取組の状況を記載す

るとともに、重要な環境パフォーマンス

に関する分析・検討内容を記載する。 

② 重要な環境パフォーマンス及びそ

れを把握するための指標である環境パ

フォーマンス指標は、事業活動、製品及

びサービス等が環境に与える影響を考

慮して、事業者が選択する。その場合、

選択に当たっての基本的な考え方を記

載する。（付表参照） 

③ 利害関係者が適正な判断を行うこ

とができるように重要な環境パフォー

マンスに関する分析・検討内容を具体的

に、かつ、分かりやすく記載する。 

 分析･検討内容には、例えば、環境パ

フォーマンスの著しい改善又は悪化の

要因についての分析、環境パフォーマン

スに重要な影響を与える可能性のある

新技術や新設備の導入に係る情報等が

ある。 

 将来に関する事項を記載する場合に

は、当該事項は環境報告書発行日現在に
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１１．環境負荷の低減に資する製品、

サービス等の状況 

 環境負荷の低減に資する製品、サー

ビス等の状況には、すでに市場に提供

されている環境に配慮した製品、商品、

サービスの状況を記載しなければなら

ない。 

 

以 上

 

おいて判断したものである旨を記載す

る。 

 
（注解１０－３：環境パフォーマンスの

集計方針） 
① 重要な環境パフォーマンスの記載

に当たっては、対象組織や対象分野など

の集計範囲を記載するとともに、測定又

は算出の方法を記載する。 

② 環境パフォーマンスによって、対象

期間、対象組織が異なる場合には、各々

の環境パフォーマンスごとに対象期間、

対象組織を記載する。 

 
（注解１０－４：連結数値の集計） 
 環境パフォーマンスの連結数値を集

計するに当たっては、親事業者の数値と

子事業者の環境パフォーマンスの数値

をすべて合算し、連結グループ内の相互

間における取引に係る項目は、消去す

る。 

 例えば、子事業者から親事業者が原材

料を購入する場合、子事業者の総販売量

と親事業者の総物質投入量は相殺され

る。 

 

 

（注解１１－１：環境負荷の低減に資す

る製品、サービス等の状況） 
 環境負荷の低減に資する製品、サービ

ス等の状況は、環境負荷の低減に資する

主要な製品、商品、サービスの販売額又

は販売量及び環境に配慮した機能の概

要を可能な限り定量的に記載する。 

 

以 上
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環境報告書作成基準（案）－付表 

 

●付表 重要な環境パフォーマンス指標に関する参考例示  

 

（本付表の取扱い） 

① 本付表は、事業者が重要な環境パフォーマンス指標を選択する（注解１０－２）

際の参考例を示すものである。したがって、本付表に示された環境パフォーマンス指

標は、必ず開示すべきことを示唆するものではなく、同様にここに示されたもの以外

の環境パフォーマンス指標の開示を妨げるものではない。 

② 選択された指標については集計方針を示すこととされている（注解１０－３）が、

実務上は対象範囲を限定し、あるいは簡便な測定又は算出の方法を用いるなど実態に

即して行えばよいものであり、本付表の例示は集計方法を規定するものではない。 

③ 選択された指標については、その内容を補うために主な内訳を示すことが望まし

い。 

 

名称 単位 内容等 

総エネルギー

投入量 

メガジュー

ル(MJ) 

事業活動に投入した電気及び各燃料等の使用量の合計 

・ 内訳の例：エネルギーの種類別（購入電力、化石燃

料、新エネルギー等） 

・ 記載単位の例：電力量についてキロワット時(kWh) 

・ 簡便な集計対象の例：消費電力量及び購入燃料のみ

・ 熱量換算の参考：「エネルギー源別発熱量表」（資源

エネルギー庁） 

総物質投入量 トン(t) エネルギー及び水を除く資源で、事業活動に直接投入さ

れた物質量の合計 

・ 内訳の例：資源の種類別（金属、プラスチック、ゴ

ム等） 

・ 簡便な集計対象の例：主要な原材料のみ 

・ 記載単位の例：その他実務上用いている単位 

・ 対象外の例：同一事業所内部で循環的な利用がなさ

れている量 

 

水資源投入量 立方メート

ル(㎥) 

事業活動に伴う水の使用量及び利用量の合計 

・ 内訳の例：水源の別（上水、工業用水、地下水等）

・ 簡便な集計対象の例：メーター測定が可能な量のみ

・ 対象外の例：同一事業所内部で循環的な利用がなさ

れている量 
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名称 単位 内容等 

温室効果ガス

排出量 

二酸化炭素

量に換算し

たトン 

(t-CO2) 

事業活動に伴う温室効果ガスの排出量の合計 

・ 内訳の例：温室効果ガスの種類別、排出活動源別 

・ 簡便な集計対象の例：エネルギー由来の二酸化炭素

排出量のみ 

・ 二酸化炭素量への換算の参考：地球温暖化対策推進

法に基づく地球温暖化係数 

 

化学物質排出

量及び移動量 

トン(t) 事業活動に伴う主要な化学物質別の排出量及び移動量 

・ 簡便な集計対象の例：特定化学物質の環境への排出

量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律（Ｐ

ＲＴＲ法）の規定に基づく第１種指定化学物質のう

ち排出量又は移動量の上位１０物質のみ、個別に規

制された化学物質のみ 

・ 個別に規制された化学物質の例：ポリ塩化ビフェニ

ル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法に

基づくポリ塩化ビフェニル、ダイオキシン類対策特

別措置法に基づくダイオキシン類、その他大気汚染

防止法、水質汚濁防止法、土壌汚染対策法等に個別

に規制された化学物質 

 

総販売量 トン(t) 事業活動に伴い実現した製品及び商品の販売量の合計 

・ 内訳の例：製品群別又は商品群別 

・ 簡便な集計対象の例：主要な製品又は商品のみ 

・ 記載単位の例：その他実務上用いている単位 

 

 

廃棄物等総排

出量 

トン(t) 事業活動に伴い発生した廃棄物等の排出量の合計 

・ 内訳の例：一般廃棄物（そのうちの特別管理一般廃

棄物）又は産業廃棄物（そのうちの特別管理産業廃

棄物）の発生量の区分、廃棄物最終処分量 

・ 簡便な集計対象の例：産業廃棄物管理票により集計

した産業廃棄物のみ 

・ 対象外の例：設備の建替等に伴う建設廃材 

 

総排水量 立方メート

ル(㎥) 

事業活動に伴い発生した排水量の合計 

・ 内訳の例：排出先別（公共用水域、下水道等） 

・ 簡便な集計対象の例：メーター測定が可能な量のみ

 




